
          
 

二
〇
〇
六
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
ヶ

月
あ
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
月
日
の
経
つ

の
が
本
当
に
早
く
感
じ
る
昨
今
で
す
。
後

援
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
！ 

 

新
政
権
の
発
足 

 

国
政
で
は
約
五
年
半
続
い
た
小
泉
首

相
か
ら
「
美
し
い
国
へ
」
を
合
言
葉
の
安

倍
晋
三
首
相
に
政
権
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
生
ま
れ
で
初
め
て
の

総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権

発
足
間
も
な
い
十
月
九
日
、
首
相
が
韓
国

訪
問
の

中
、
北
朝
鮮
は
核
実
験
を
強
行

い
た
し
ま
し
た
。
八
十
年
代
か
ら
浮
上
し

て
い
た
北
朝
鮮
の
核
開
発
疑
惑
は
今
回

の
実
験
に
よ
っ
て
現
実
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。 

         

          

核
保
有
国
と
し
て
は
、
米
英
仏
中
露
、
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
続
い
て
八
カ
国
目

と
な
り
、
国
際
社
会
は
北
朝
鮮
へ
の
制
裁

に
踏
み
切
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
北
朝

鮮
の
核
問
題
は
『
世
界
平
和
』
に
対
す
る

新
た
な
脅
威
と
し
て
緊
迫
し
た
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
今
後
、
こ
の
外
交
問
題
は

も
ち
ろ
ん
、
財
政
再
建
や
社
会
保
障
制
度 

改
革
、
経
済
の
活
性
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
世
界
平
和
の
た
め
に
果
た
す

日
本
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

持
ち
前
の
若
さ
と
行
動
力
を
武
器
に
私

た
ち
国
民
に
日
本
の
将
来
の
姿
を
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
ほ
し
い
と
心
よ
り
念
願
し
て
い
ま

す
。 

 

市
長
の
勇
退 

 

我
孫
子
市
の
九
月
議
会
が
終
了
し
た

九
月
二
十
九
日
、
福
嶋
市
長(

三
期
目)

が

来
年
一
月
の
市
長
選
挙
に
は
立
候
補
し

な
い
こ
と
を
正
式
に
発
表
し
ま
し
た
。
立

候
補
し
な
い
理
由
と
し
て
①
首
長
権
限

の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
と
一
定
期
間
で

交
替
す
る
ほ
う
が
偏
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
が
行
え
る
こ
と
。
②
自
治
基
本
条
例
の

策
定
過
程
で
三
期
十
二
年
あ
れ
ば
ま
ち

づ
く
り
の
一
つ
の
方
向
を
形
に
で
き
る

と
実
感
し
た
こ
と
。
③
三
期
十
二
年
、
既

得
権
を
な
く
し
公
正
で
透
明
な
行
政
運

営
が
で
き
た
こ
と
で
家
を
建
て
る
土
台

は
で
き
た
と
考
え
、
し
っ
か
り
と
し
た
手

づ
く
り
の
家
を
建
て
る
仕
事
は
次
の
人

に
託
し
た
い
。
な
ど
の
理
由
で
、
今
任
期

で
の
勇
退
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
家
の
土

台
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
新

た
な
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
た
め
、
来
年
一
月

に
市
長
選
挙
、(

含
む
市
議
補
欠
選
挙)

、

四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙(

県
議
選)

、
十

一
月
に
は
市
議
選
挙
と
来
年
一
年
間
は

選
挙
の
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

九
月
議
会
報
告 

 

九
月
議
会
は
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

二
十
四
日
間
の
会
期
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は 

・ 

我
孫
子
市
の
自
治
体
運
営
の
基
本
ル

ー
ル
を
定
め
る
「
自
治
基
本
条
例
」 

・ 

歳
入
歳
出
八
千
二
百
万
円
を
減
額
す

る
補
正
予
算 

・ 

景
観
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例 

・ 

高
規
格
救
急
車
の
取
得 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正 

・ 

市
道
路
線
の
認
定
・
変
更 

・ 

教
育
委
員
を
再
任
す
る
人
事
案
件 

な
ど
全
二
十
五
議
案
、
そ
の
他
四
発
議
案
と

請
願
・
陳
情
八
件
を
慎
重
審
査
い
た
し
ま
し

た
。 

 
自
治
基
本
条
例
は 

大
幅
修
正
の
た
め
継
続
審
査 

 

九
月
議
会
の

大
の
争
点
は
「
自
治
基

本
条
例
」
の
審
査
で
し
た
。
こ
の
条
例
は

我
孫
子
市
の

高
規
範
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
自
治
体
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
を
定

め
る
条
例
で
す
。
作
成
の
経
過
は
昨
年
一

月
に
公
募
し
た
市
民
を
中
心
に
懇
談
会

を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

懇
談
会
の
提
言
を
踏
ま
え
て
「
基
本
的
な

考
え
方
」
を
作
成
後
、
新
た
に
「
策
定
委

員
会
」
を
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
一
次
、
二

次
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
の
皆

様
の
意
見
等
）
の
実
施
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
市
民
集
会
）
の
開
催
を
経
て
策

定
さ
れ
九
月
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
議
会
は
今
議
会
、
特
別
委
員
会
を
設

け
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
執
行

部
に
大
幅
な
条
例
修
正
（
削
除
・
見
直
し

等
）
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
議
会
側
の

条
例
修
正
内
容
を
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
修
正
に
多
く

の
時
間
が
か
か
る
た
め
自
治
基
本
条
例

は
議
会
閉
会
後
の
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
議
会
側
の
修
正
事
項
を
加

え
た
修
正
案
を
基
に
議
会
特
別
委
員
会

で
再
審
査
し
新
た
な
自
治
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
自

治
基
本
条
例
議
案
を
除
く
、
そ
の
他
の
議

案
に
つ
い
て
は
全
て
可
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。 

私
は
九
月
議
会
、
都
市
建
設
常
任
委
員
、

補
正
予
算
案
を
審
議
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
長
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
補
正
予

算
で
行
わ
れ
る
主
な
事
業
は
交
流
人
口

増
・
活
性
化
策
と
し
て
手
賀
沼
水
上
バ
ス

運
航
事
業
、
入
院
初
日
か
ら
助
成
す
る
乳

幼
児
医
療
費
、
母
子
家
庭
に
経
済
的
支
援

を
行
う
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
、
若
松

地
区
排
水
ポ
ン
プ
整
備
事
業
、
新
木
小
学

校
の
校
舎
耐
震
補
強
設
計
委
託
費
な
ど

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宏 
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「
自
治
基
本
条
例
」 

 

宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

 
自
治
基
本
条
例
と
は
、
平
成
十
二
年
四

月
の
地
方
分
権
一
括
法
に
は
じ
ま
る
分

権
改
革
の
う
ね
り
の
中
で
、
分
権
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
自
治
の
基
本
理
念
・
原
則
を

明
ら
か
に
し
、
自
治
の
主
体
で
あ
る
市
民

と
市
民
の
信
託
に
基
づ
く
市
議
会
・
市
長

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
市
政
運
営
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
条
例
で
あ
る
。 

九
月
議
会
、
我
孫
子
市
の
「
自
治
基
本

条
例
」
は

高
規
範
条
例
（
市
の
憲
法
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
条
例
の
審
査
に
あ
た
っ
て
九
月
議

会
初
日
に
提
出
さ
れ
ず
追
加
議
案
と
さ

れ
た
。
条
例
の
検
討
も
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
余
裕
を
も
っ
て

終

調
整
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
執
行

部
の
議
会
軽
視
の
姿
勢
に
強
い
疑
問
を

投
げ
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
内
容
面
で

も
憲
法
に
抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
条
文

（
市
長
の
任
期
を
三
期
に
制
限
・
議
員
定

数
の
決
め
方
等
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
や
、

来
年
一
月
末
の
市
長
任
期
と
策
定
委
員

長
を
兼
務
す
る
現
市
長
（
現
在
三
期
目
）

の
出
処
進
退
を
か
ら
め
た
条
例
内
容
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
議
会
側
は
、
こ
の

条
例
の
真
意
、
更
に
は
必
要
性
す
ら
疑
問

視
す
る
声
が
噴
出
す
る
形
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

市
長
は
自
治
基
本
条
例
が
可
決
さ
れ

れ
ば
条
例
に
従
う
（
三
期
で
市
長
を
辞
め

る
）
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
市
議
会
終
了

後
に
別
途
、
進
退
を
明
ら
か
に
す
る
と
公

言
、
議
会
側
に
条
例
を
「
踏
み
絵
」
に
す

る
よ
う
な
形
に
し
て
し
ま
っ
た
。
普
段
か

ら
市
長
と
議
会
の
間
に
は
深
い
溝
が
あ

り
、
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
な
い
関
係

の
中
、
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
に
提
案
さ
れ

た
「
自
治
基
本
条
例
」
、
二
元
代
表
制
を

言
葉
の
み
大
事
に
す
る
市
長
の
姿
勢
に
、

疑
問
は
さ
ら
に
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
。 

自
治
基
本
条
例
は
今
本
当
に
我
孫
子

市
に
必
要
な
条
例
な
の
か
否
か
？
条
例

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？
他
に
力

を
注
ぐ
べ
き
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
に
伴

う
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
強
引
に
導

入
を
急
ぐ
市
長
の
手
法
に
特
別
委
員
会

メ
ン
バ
ー
の
ほ
ぼ
全
員
が
疑
問
の
声
を

投
げ
か
け
た
。
時
は
ま
さ
に
分
権
の
時
代
、

総
論
的
に
は
必
要
な
条
例
と
は
感
じ
つ

つ
、
各
論
で
の
疑
問
は
一
掃
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
「
そ
も
そ
も
論
」
か
ら
始

ま
っ
た
条
例
審
査
と
な
っ
た
。 

今
回
の
自
治
基
本
条
例
の
審
査
で
強

く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

政
治
家
の
大
切
な
要
素
は
、
①
「
行
動
的

で
改
革
志
向
か
ど
う
か
」
②
「
正
直
で
信

頼
で
き
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
①
の
何
で

も
他
市
よ
り
先
に
、
千
葉
県
で
一
番
の
条

例
成
立
を
目
指
す
姿
勢
も
大
切
だ
が
、
リ

ー
ダ
ー
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
重
要
な

要
素
は
、
②
の
人
の
上
に
立
つ
人
の
人
間

性
、
信
頼
で
き
る
人
か
ど
う
か
、
な
の
だ

と
あ
ら
た
め
て
思
い
知
っ
た
。 

              

県
立
湖
北
高
校
と
布
佐
高
校
の

統
合
計
画
に
つ
い
て 

 千
葉
県
教
育
委
員
会
か
ら
高
等
学
校

再
編
の
第
三
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
が
七
月

十
九
日
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
に
二
〇
一

〇
年
度
に
湖
北
高
校
を
廃
止
し
、
布
佐
高

校
に
統
合
す
る
計
画
が
含
ま
れ
て
い
る
。

我
孫
子
市
議
会
は
「
湖
北
高
校
と
布
佐
高

校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
を
議
会
初

日
九
月
四
日
に
採
択
し
、
千
葉
県
教
育
委

員
会
に
提
出
を
し
た
。 

そ
の
理
由
は
、
①
我
孫
子
市
内
の
生
徒

数
は
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②

現
在
の
湖
北
高
校
は
独
自
の
き
め
細
か

い
指
導
に
よ
り
地
域
の
中
学
校
に
は
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
高
校
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
③
近
く
の
印
旛
高
校
も
移
転
す

る
た
め
成
田
線
沿
線
の
高
等
学
校
が
一

校
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
従
っ
て
、
地

元
生
徒
が
進
学
す
る
高
校
が
極
端
に
制

約
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
で
あ
る
。 

二
〇
〇
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
県
立
高

校
再
編
計
画
」
は
、
少
子
化
や
価
値
観
の

多
様
化
に
対
応
し
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
十
ヵ
年
で
高
校
百
四
十
二
校

か
ら
百
二
十
七
校
程
度
に
削
減
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。 

計
画
の
前
提
と
な
る
高
校
の
「
適
正
規

模
」
は
「
原
則
と
し
て
一
学
年
四
～
八
学

級
」
、「
学
級
数
四
」
の
布
佐
と
湖
北
を
二

〇
一
〇
年
度
に
統
合
し
、
現
在
の
布
佐
高

校
に
六
学
級
の
新
高
校
と
す
る
計
画
を

打
ち
出
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
二
つ
の
学
校
区
で
は
今
後
五

年
間
に
約
千
八
百
人
の
生
徒
数
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
や
統
合
理
由
が
「
高
校
の
適

正
規
模
化
の
た
め
に
必
要
」
だ
け
で
は
何

の
た
め
の
統
合
な
の
か
、
根
本
的
な
理
由

を
地
元
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

私
は
千
葉
県
の
財
政
的
な
理
由
が
あ
る

に
せ
よ
、
教
育
の
問
題
は
経
済
的
原
理
や

効
率
性
だ
け
で
判
断
で
き
な
い
重
要
な

問
題
な
だ
け
に
今
後
、
千
葉
県
教
育
委
員

会
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
の
状
況
を
十
分
に

考
慮
し
て
い
た
だ
き
計
画
の
再
見
直
し
、

存
続
に
向
け
て
働
き
か
け
を
い
っ
そ
う

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 
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◇◆ あびこ 21 会派代表質問 ◆◇ 
 
１．市長の政治姿勢 出処進退について 
２．財政改革  ①財政改革の推進体制  

②財政構造の見直し  
       ③オオバンあびこ市民債の今後 他

３．まちづくり ①地域再生法の活用 
②公園坂通りの計画 
③駐車違反取締強化と商店街 

４．交通行政  ①常磐線・成田線の利便化 
②成田線輸送改善計画 
③我孫子駅の抜本的改良 

５．福祉行政  介護保険改正後の動向について 

 

♪是非、ご覧下さい!!♪ 
 

印南が代表を務める 

「あびこ 21」ホームページ   

http://abiko21.exblog.jp/ 

 

我孫子市 公式ホームページ   

http://city.abiko.chi 



宏
の
独
り
言 

―
東
西
格
差
と
地
価
調
査
― 

 
九
月
十
八
日
、
千
葉
県
は
県
内
の
地
価

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

商
業
地
の
平
均
変
動
率
が
一
九
九
一
年

以
来
、
十
五
年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
と
報
じ

ら
れ
た
。
住
宅
地
や
工
業
地
な
ど
の
他
の

用
途
は
依
然
と
し
て
下
落
は
し
て
い
る

も
の
の
下
げ
幅
は
い
ず
れ
も
前
年
と
比

べ
て
大
幅
に
縮
小
。
全
国
的
な
下
げ
止
ま

り
感
が
千
葉
県
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
だ
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
基
準
地

点
別
に
見
る
と
、
住
宅
地
、
商
業
地
と
も

に
下
落
率
の
大
き
か
っ
た
地
点
に
我
孫

子
市
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。
住
宅
地
で
は
Ｊ
Ｒ
成
田
線
新
木

駅
か
ら
一
．
四
キ
ロ
付
近
が
、
商
業
地
で

も
Ｊ
Ｒ
湖
北
駅
前
付
近
が
い
ず
れ
も
県

内
下
落
率
上
位
四
位
と
な
っ
た
。
大
変
残

念
な
結
果
で
あ
る
。 

我
孫
子
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
近
年
顕

著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が
東
西

格
差
で
あ
る
。
我
孫
子
・
天
王
台
駅
周
辺

と
成
田
線
沿
線
各
駅
周
辺
で
は
、
こ
れ
が

同
じ
我
孫
子
市
な
の
か
わ
か
ら
な
い
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
我
孫
子
市
の
発
展
に

ど
う
し
て
も
東
西
に
走
る
成
田
線
の
利

便
化
が
必
要
な
こ
と
は
誰
が
考
え
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
九
月
一
日
か
ら
我
孫
子

～
栄
町
、
成
田
線
沿
線
に
深
夜
バ
ス
が
走

り
始
め
た
。
我
孫
子
駅
を
〇
時
５
分
に
発

車
、
一
時
二
十
分
ま
で
五
本
が
運
行
さ
れ

て
い
る
。
成
田
線
の
我
孫
子
駅

終
電
車

は
二
十
三
時
五
十
四
分
、

終
電
車
の
延

長
、
増
発
は
何
が
何
で
も
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
そ
の

後
の

チ
ャ
ン
ス
が
「
成
田
線
輸
送
改
善
計
画
」

で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
残
さ
れ
て

い
る
時
間
は
少
な
い
。
時
間
当
た
り
二
本

か
ら
三
本
へ
め
ざ
し
て
増
発
に
必
要
な

施
設
改
良
を
今
年
度
中
に
着
手
で
き
る

よ
う

大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

                 

九
月
議
会 

質
問
よ
り
抜
粋 

 

質
問 

成
田
線
輸
送
改
善
調
査 

 

六
月
議
会
の
「
あ
び
こ
２１
」
の
代
表

質
問
で
は
、
「
今
年
三
月
に
ま
と
め
た
成

田
線
輸
送
改
善
策
の
基
礎
調
査
報
告
書

を
受
け
て
、
増
発
に
必
要
な
施
設
改
良
の

具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
整
備

事
業
費
を
算
出
し
、
八
月
ま
で
に
報
告
書

を
ま
と
め
て
い
く
」
と
の
ご
答
弁
で
し
た
。

し
か
し
、
今
議
会
の
市
政
一
般
報
告
で
は
、

十
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
成
田
線
の
利
便
化
対
策
は
、

遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
利
用
者
は
減
り
、

利
便
化
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
一

刻
の
猶
予
も
な
い
成
田
線
の
利
便
化
で

す
。
具
体
的
な
施
設
改
良
、
整
備
事
業
費

の
概
算
な
ど
、
現
時
点
で
、
研
究
会
で
は

ど
の
よ
う
な
対
策
案
が
ま
と
ま
っ
た
の

か
、
ま
た
今
後
、
期
成
会
と
し
て
、
こ
の

対
策
案
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
つ

も
り
な
の
か
、
お
考
え
を
お
示
し
下
さ
い
。 

 

答
弁 

研
究
会
で
は
、
基
礎
調
査
で
抽
出

し
た
輸
送
改
善
策
ご
と
に
増
発
に
必
要

な
施
設
改
良
の
内
容
と
概
算
の
整
備
事

業
費
の
検
討
を
行
い
、
幹
事
会
に
報
告
す

る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

研
究
会
で
は
こ
の
検
討
を
鋭
意
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
幹
事
会
で
の

検
討
を
経
て
、
十
月
に
は
調
査
報
告
書
を

ま
と
め
、
成
田
線
複
線
化
促
進
期
成
会
と

し
て
実
現
性
の
あ
る
輸
送
改
善
策
を
選

択
し
そ
の
実
現
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
求
め

て
い
き
ま
す
。 

  

質
問 

我
孫
子
駅
舎
の
抜
本
的
な
改
良 

 
 

七
月
十
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
に
、

我
孫
子
駅
舎
の
改
善
策
と
し
て
、
北
口
通

路
の
拡
幅
や
改
札
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
我
孫

子
駅
の
北
側
は
日
立
精
機
跡
地
の
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
で
利
用
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
北
口
、
西

側
の
改
札
口
の
設
置
や
改
札
内
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
は
、
現
在
の
駅
舎
の

一
部
改
良
で
は
実
現
で
き
な
い
と
私
た

ち
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

我
孫
子
駅
は
当
市
の
玄
関
口
で
あ
り
、

成
田
線
の
発
着
駅
で
す
。
今
こ
そ
、
南
北

の
流
動
性
を
高
め
た
「
夢
の
ふ
く
ら
む
我

孫
子
駅
舎
」
に
、
高
度
利
用
を
含
め
て
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
抜
本
的
な
改

良
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ご

見
解
を
お
示
し
下
さ
い
。 

 

答
弁 

我
孫
子
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
と
協
議

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
全
体
的

な
改
修
計
画
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
市
が
全
面
的
な
改
修
を

提
案
す
れ
ば
、
莫
大
な
費
用
負
担
が
発
生

す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
我
孫
子
市
で
は
、
我
孫
子
駅

北
地
区
の
人
口
動
向
や
駅
の
利
用
者
の

状
況
を
み
な
が
ら
、
駅
舎
通
路
の
拡
幅
に

つ
い
て
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支

社
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
に
我
孫

子
駅
の
ホ
ー
ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
全
体
的
な
駅
舎
改

修
の
可
能
性
を
含
め
た
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

             
 

          

  

印南 宏 現在の役職 
 
市議会「あびこ 21」会派代表 
都市建設常任委員 
予算審査特別委員長（2006 年９月） 
我孫子市議会成田線複線化促進議員連盟 幹事長 
連合千葉議員団 幹事長 
電機千葉議員団 幹事長 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟 顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長） 

 
 
 

 

市内駅頭にて９月議会報告をする印南議員 
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◇
飲
酒
運
転
と
車
社
会
に
つ
い
て
◇ 

 

社
会
問
題
化
し
て
い
る
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
向
け
て
我
孫
子
市
議
会
は
九
月

「
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
決
議
」
を
採

択
、
我
孫
子
市
は
市
職
員
が
飲
酒
運
転
し

た
場
合
、
原
則
懲
戒
免
職
と
す
る
な
ど
厳

罰
処
分
で
臨
む
こ
と
を
庁
議
で
決
定
し

た
。
既
に
十
月
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
。
私
は
飲
酒
運
転
で
人
を
傷
つ
け
る
こ

と
は

悪
の
罪
だ
と
思
っ
て
い
る
。
違
反

者
に
は
可
能
の
限
り
厳
し
い
罪
を
与
え

る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
歩
道
も
な
い
狭

い
道
を
自
動
車
が
ス
ピ
ー
ド
出
し
て
走

り
回
っ
て
い
る
日
本
の
道
路
事
情
に
も

問
題
が
あ
る
。
市
内
東
西
を
走
る
国
道
三

五
六
号
は
、
国
道
で
も
ま
と
も
な
歩
道
す

ら
整
備
で
き
て
い
な
い
有
様
。
自
動
車
通

行
の
便
利
さ
だ
け
を
ひ
た
す
ら
追
い
求

め
て
道
路
を
建
設
、
整
備
を
進
め
て
き
た

こ
と
も
問
題
の
一
つ
で
は
な
い
か
。 

私
は
酒
を
好
む
一
人
だ
が
「
何
か
酒
を

飲
む
こ
と
自
体
が
悪
の
よ
う
な
雰
囲
気

を
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
」
こ
と
だ
と
も

考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
日
の
仕
事

が
終
わ
り
、
飲
ん
で
仲
間
と
語
り
合
う
こ

と
は
人
間
的
な
生
き
方
と
し
て
、
ど
う
し

て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
街
に
出
て
、
酒
を
楽

し
む
よ
う
な
暮
ら
し
を
肯
定
し
、
飲
酒
運

転
し
な
い
で
済
む
仕
組
み
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
自
動
車
が
文
明
の
象
徴
の
よ
う
に
考

え
て
も
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
立
派
な

自
動
車
に
比
べ
て
一
般
庶
民
の
住
宅
環

境
は
依
然
と
し
て
貧
し
く
、
文
化
的
環
境

も
十
分
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を
き
っ

か
け
に
日
本
社
会
に
お
け
る
自
動
車
の

位
置
づ
け
を
も
う
一
度
考
え
る
時
期
が

き
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。 

 

◇
秋
の
夜
長
に
◇ 

 

秋
の
夜
長
、
日
本
酒
が
お
い
し
い
季
節

と
な
っ
て
い
る
。
十
月
の
あ
る
休
日
、
あ
ま

り
に
美
し
い
月
が
出
て
い
た
の
で
小
さ
な

庭
の
片
隅
で
一
献
、
一
人
で
月
見
酒
を
味
わ

っ
た
。
私
は
元
来
一
人
酒
が
好
き
な
の
か
も

知
れ
な
い
。
今
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
近
場
の

誰
も
知
ら
な
い
大
衆
酒
場
に
一
人
で
出
か

け
る
。
「
日
常
か
ら
ひ
と
と
き
離
れ
て
別
世

界
を
味
わ
う
」
快
感
。
一
仕
事
を
終
え
た
自

分
を
自
ら
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
慰
労
す
る
、

そ
ん
な
大
衆
酒
場
め
ぐ
り
が
大
好
き
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人
気
の
「
居
酒
屋

礼
賛
」
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
浜
田
信
郎
氏
が

新
聞
で
「
ひ
と
り
酒
場
通
い
の
勧
め
」
を
載

せ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
．
身
銭
を
切

っ
て
通
う
べ
し
、
二
．
「
お
邪
魔
し
ま
す
」

の
姿
勢
、
三
．
の
ん
び
り
と
空
間
に
浸
る
、

四
．
適
量
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
五
．
酒

と
肴
に
感
謝
を
忘
れ
ず
と
あ
っ
た
。
全
く
同

感
で
あ
る
。
居
酒
屋
フ
ァ
ン
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
さ
さ
や
か
な
ひ
と
と

き
の
夢
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。                        

宏 
              

                                    

                                    

 
 
 
 

（お気軽に声をおかけください） 
 

印南 宏後援会 

〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部 内） 
 

印南 宏 自宅 

 布佐平和台７－１－１８ 

 Tel ７１８９－１５９８ 

 E-mail innami@mqd.biglobe.ne.jp 

～ 参議院議員「若林ひでき」支援のお願い ～ 
 
印南宏後援会の皆様、私は電機連合の組織内議員として国政の場で活躍する現参議院議員の＜若林ひでき＞氏を応

援しています。今、私たちのくらしを取り巻く環境は非常に厳しい状況にあり、特に国政にかかわる課題は山積して
おります。公債発行額が推定で 1000 兆に達する見込みであることや今後も高齢化によって社会保障費の増大が見込ま
れていることなど、重要な課題が目白押しです。 
ひとり一人では直接対応することが難しいことでも、働く私たちと同じ立場・同じ価値観を持つ代表を応援する事で、
税金や社会保障の制度(法律)を決めている国会に生活者からの提言を行うことができます。「若林ひでき」さんは、労
働組合執行委員や電機連合の役員、在アメリカ合衆国日本国大使館一等書記官などの経験を活かし、幅広い分野で活
躍しています。 
ぜひ、皆様にも＜若林ひでき＞さんを知って頂き、ご声援を頂ければと考えております。 
どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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＜若林ひできプロフィール＞    2006 年 9 月現在 
氏 名 若 林 秀 樹 Hideki Wakabayashi 

生年月日 1954 年４月１日（５２歳）東京生まれ 

学 歴 
1972 年３月 早稲田中・高等学校卒 
1976 年３月 早稲田大学商学部卒 
1979 年   ﾐｼｶﾞﾝ州立大学大学院農学部林学科修士課程修了 

職 歴 

1980 年４月 ヤマハ株式会社入社  
1986 年７月 ヤマハ労働組合中央執行委員  
1988 年７月 同中央副執行委員長  
1990 年７月 電機連合中央執行委員  
1993年４月 在ｱﾒﾘｶ合衆国日本国大使館経済班一等書記官(在３年) 
1996 年７月 電機連合総合研究センター副所長  
2001 年７月 第１９回参議院議員選挙において初当選 

現 在 

参議院経済産業委員会委員 
参議院政府開発援助等に関する特別委員会委員 
参議院国際問題に関する調査会委員 
民主党神奈川県総支部連合会選挙対策委員長 
世界銀行国会議員連盟事務局長 
地球環境国際議員連盟（GLOBE Japan）副会長 
地球規模問題に取り組む国際議員連盟(PGA)日本委員会事務局次長 
電機連合顧問 


